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国産材の利用拡大へ
特集

日本環境設計株式会社
注目企業を訪ねる

中央自動車道の木製遮音壁
好木心
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＊1  路網整備：森林内にある公道、林道、作業道の整備。
＊2  木材：用材、薪炭材、しいたけ原木に分かれ、用材は製材用材、パルプ･チップ用材、合板用材、集成材などを含むその他用材に分類される。木材自給率は用材自給率を示す。

＊3  A・B・C・D材：木材を主に曲がりなどの形状などの品質や用途によって分類する通称。A材は製材、B材は合板や集成材、C材はチップや木質ボードに用いられる。
       D材は搬出されない林地残材などだが木質バイオマス発電の燃料などとして利用することが期待されている。

2009年12月、農林水産省は森林･林業の再生に向けた指針として
「森林･林業再生プラン」を発表した。

同プランでは、森林施業の集約化、路網整備＊1、必要な人材育成を柱とし、
2020年までの10年間で木材自給率を50％以上にする目標が掲げられた。

2013年の木材自給率は28.6％。これを50％にするには、
大規模で効率的な加工･流通体制の整備など供給面の改革と、

バイオマス発電での利用、木材輸出の推進など新たな需要の喚起が不可欠とされている。
今号では、国産材利用拡大のための課題と対策を林業政策の専門家に伺い、

また、木材の安定供給や需要拡大のための取組事例を紹介する。

木
材
自
給
率
は
ゆ
る
や
か
に
上
昇

　

日
本
が
戦
後
植
林
し
た
人
工
林
は
す
で

に
50
〜
60
年
生
に
成
長
し
、
現
在
は
収
穫

期
に
入
っ
て
い
る
。
木
材
自
給
率
50
％
以

上
の
目
標
を
掲
げ
、
国
産
材
利
用
拡
大
を

進
め
る
目
的
は
、「
適
正
な
伐
採
に
よ
り

林
齢
構
成
を
平
準
化
し
、
将
来
の
森
林
資

源
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
大
き
い
で
し
ょ

う
」と
安
藤
範
親
氏
は
言
う
。

　

１
９
５
０
年
代
に
は
高
い
自
給
率
を
示

し
て
い
た
木
材
＊
２
だ
が
、
国
産
材
生
産
量

は
67
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
、
そ
れ

に
代
わ
る
輸
入
材
の
増
加
に
よ
り
、
69
年

に
は
国
産
材
と
輸
入
材
の
比
率
が
逆
転
し

た
。
下
降
線
を
た
ど
る
木
材
自
給
率
は
97

年
に
は
20
％
を
割
り
こ
み
、
２
０
０
０
年
と

２
０
０
２
年
に
は
過
去
最
低
の
18
・
２
％
ま

で
落
ち
込
ん
だ（
図
１
）。

　

そ
の
後
、
国
内
の
木
材
需
要
が
減
少
す

る
中
、
輸
入
材
は
、
世
界
的
な
木
材
需
要

の
増
加
や
木
材
輸
出
国
の
資
源
保
護
の
た

め
の
輸
出
制
限
、
為
替
の
動
向
な
ど
に
よ

り
減
少
し
た
。
一
方
、国
産
材
の
生
産
量
は
、

設
備
の
進
歩
や
輸
入
材
の
減
少
な
ど
様
々

な
要
因
に
よ
っ
て
、
合
板
用
材
の
国
産
材
へ

の
シ
フ
ト
が
進
み
、
徐
々
に
増
加
傾
向
と

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
木
材
自
給
率
は
上

昇
し
始
め
、
２
０
１
３
年
に
は
国
産
材（
用

④ 

既
存
領
域
の
需
要
拡
大  

⑤ 

新
領
域
の

需
要
開
拓  

を
安
藤
氏
は
挙
げ
る（
図
２
）。

　
「
国
産
材
の
安
定
し
た
供
給
・
品
質
・

価
格
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
流
通

構
造
を
改
革
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国

は『
新
生
産
シ
ス
テ
ム
』（
２
０
０
６
〜

２
０
１
０
年
）事
業
で
加
工
場
の
大
型
化
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
大
規
模
な
製

材
・
合
板
工
場
は
60
を
超
え
、
供
給
の
安

定
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
」

　
「
地
域
型
住
宅
グ
リ
ー
ン
化
事
業
」
な

ど
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
垂
直
連
携
し
て

地
域
材
を
使
用
す
る
取
り
組
み
も
、
地
道

だ
が
国
産
材
利
用
拡
大
に
は
貢
献
し
て
い

る
と
い
え
る
。
ま
た
、
大
ロ
ッ
ト
の
原
木

材
）生
産
量
は
２
１
１
２
万
㎥
、
木
材
自
給

率
は
28
・
６
％
ま
で
回
復
し
た
。

二
つ
の
視
点
で

国
産
材
利
用
拡
大
を

　

木
材
自
給
率
を
50
％
以
上
に
す
る
に

は
、
ど
の
よ
う
な
方
策
が
必
要
と
な
る
の

か
。
安
藤
氏
は「
国
産
材
の
利
用
拡
大
に

は
、新
規
需
要
開
拓
に
よ
る〝
パ
イ
の
拡
大
〟

と
、
輸
入
材
に
奪
わ
れ
た
シ
ェ
ア
を
取
り

戻
す〝
シ
ェ
ア
の
拡
大
〟の
二
つ
の
視
点
が

必
要
」と
語
る
。

　

現
在
の〝
パ
イ
〟は
、
新
設
住
宅
着
工
戸

数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
縮
小
傾
向
に
あ

る
。
新
規
の
需
要
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
縮
小
ペ
ー
ス
を
抑
え
る
努
力

が
必
要
と
な
る
。一
方
、国
産
材
の〝
シ
ェ
ア
〟

は
、
合
板
用
材
の
国
産
材
使
用
の
実
績
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
、
輸
入
材
に
取
っ
て
代

わ
る
新
た
な
シ
ェ
ア
獲
得
が
求
め
ら
れ
る
。

　

利
用
拡
大
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
① 

流
通
改
革  

② 

規
制
緩
和  

③ 

教
育  

を
事
業
者
に
直
納
す
る「
市
場
の
大
口
対

応
」が
最
近
活
発
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
新

し
い
流
通
の
流
れ
を
作
っ
て
い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
の
利
用
と

輸
出
が
需
要
拡
大
の
鍵

　

需
要
拡
大
に
関
し
て
は「
国
産
材
を
選

択
し
て
も
ら
う
た
め
の
消
費
者
教
育
が
大

切
だ
」と
安
藤
氏
。「
消
費
者
が
進
ん
で
国

産
材
を
選
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
、
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
な
ど
は
啓
蒙
や
上
手
な
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
重

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
」と
い
う
。

　

さ
ら
に
新
領
域
の
需
要
開
拓
と
し
て

国産材の利用拡大へ

特  集

は
、「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
の
利
用
」と「
輸

出
」が
鍵
を
握
る
。「
全
国
各
地
で
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。

燃
料
に
な
る
チ
ッ
プ
用
材
は
、
主
に
原
木

の
Ｃ
・
Ｄ
材
＊
３

を
利
用
し
ま
す
が
、

２
０
１
５
、１
６
年
の
２
年
間
で
、
お
よ
そ

４
０
０
万
㎥
の
チ
ッ
プ
用
材
需
要
が
発
生

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
」。

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
の
利
用
は
、
Ａ
・

Ｂ
材
の
捨
て
て
い
た
部
分
の
有
効
活
用
な

ど
、
国
産
材
需
要
に
大
き
く
貢
献
す
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
国
が
も
く
ろ

む
未
利
用
間
伐
材
の
利
用
は
、
多
く
が
切

り
捨
て
間
伐
な
の
で
、
伐
採
後
の
搬
出
に

費
用
が
か
か
る
な
ど
の
点
か
ら
調
達
に
は

難
し
い
と
い
う
面
が
と
も
な
う
。
今
後
、

チ
ッ
プ
用
材
需
要
の
急
増
に
い
か
に
対
応

す
る
か
が
課
題
だ
と
い
う
。

　

２
０
１
３
年
以
降
、
中
国
な
ど
へ
の
輸

出
が
急
伸
す
る
国
産
材
の
輸
出
に
も
期
待

が
持
て
る
。「
中
国
の
需
要
増
と
価
格
の
上

昇
、
ロ
シ
ア
の
輸
出
抑
制
、
日
本
国
内
価

格
の
低
下
と
円
安
と
い
う
要
因
が
重
な

り
、
日
本
産
丸
太
の
価
格
競
争
力
が
増
し

た
た
め
、
輸
出
が
伸
び
て
い
ま
す
」

　

た
だ
し
、
原
木
輸
出
は
中
国
国
内
の
価

格
や
需
要
動
向
、
為
替
な
ど
、
外
的
要
因

に
左
右
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
今
後
は

高
付
加
価
値
の
製
品
や
日
本
ブ
ラ
ン
ド
を

築
く
な
ど
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
韓
国
向
け
で
は
、
十
年
も
の
歳
月
を
か

け
て〝
日
本
の
ヒ
ノ
キ
〟と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

を
育
て
、
消
費
者
に
浸
透
さ
せ
ま
し
た
。

青
森
の
ヒ
バ
、
能
登
の
ア
テ（
能
登
ヒ
バ
）

な
ど
も
ブ
ラ
ン
ド
化
の
期
待
が
持
て
る
木

材
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し

た
内
装
材
な
ど
の
製
品
輸
出
に
期
待
し
て

い
ま
す
。
国
内
の
木
材
需
要
は
減
少
し
て

い
き
ま
す
し
、
国
産
材
の
生
産
に
は
地
形

な
ど
の
要
因
に
よ
り
生
産
コ
ス
ト
が
か
か

り
ま
す
。
今
後
も
厳
し
い
状
況
は
続
い
て

い
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
で
き
る

こ
と
を
着
実
に
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
」

図1. 国産材供給量、木材輸入量、
       木材自給率の推移

出所：林野庁「木材需給表」
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図 2. 国産材利用拡大に向けた取り組み
項  目 取り組み

① 流通改革
     （流通構造、安定供給、
　　安定品質、安定価格）

・製材、合板、集成材工場の大規模化
・川上から川下までの連携
・市場の大口対応
・製材業者等の原木生産参入
・集材、製材、住宅販売まで手がける
  トータル林業
・県産材のブランド化　 　　　　  など

② 規制緩和
     （木造規制、構造規制）

・ＪＡＳ改定
・建築基準法改正
・公共建築物への木材利用促進
・官庁施設における木造耐火建築物の
  整備指針発表　   　　　　　　 など

③ 教育
     （木造建築の担い手、
     木材利用促進）

・大学、専門学校での設計推進
・国産材を選ぶ消費者教育
・木づかい運動
・国産材利用コンテストの開催     など

④ 既存領域の
　 需要拡大
     （需要減への対応と
      輸入材からシェア奪還）

・内装などインフィルへの利用
・国産材によるリフォーム対応
・材の品質向上のための技術開発
・材の性能表示（ＪＡＳ）の普及
・新構造住宅の開発
・地産外商、首都圏への販路拡大  など

⑤ 新領域の需要開拓

・エネルギー利用 （木質バイオマス発電など）
・木材利用商品開発  （ヒノキオイルなど）
・土木資材開発
・輸出                                   など

出所：安藤範親氏の資料より作成
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需
要
の
変
化
に
対
応
し

低
コ
ス
ト
で
原
木
供
給

　

国
産
原
木
の
供
給
構
造
が
大
き
く
変
化

し
て
き
て
い
る
。
以
前
は
、
原
木
需
要
の

大
半
は
地
域
密
着
型
の
小
規
模
の
製
材
工

場
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
地
域
の
原
木
市

場
に
集
め
ら
れ
た
原
木
は
、
品
質
を
見
定

め
ら
れ
、
製
材
工
場
に
よ
っ
て
競
り
落
と

さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
製
材
工
場
な

ど
の
大
型
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
供
給
の

形
が
変
わ
っ
て
き
た（
図
１
）。
大
型
工
場

は
多
少
の
品
質
の
違
い
は
気
に
せ
ず
、
一

定
以
上
の
基
準
を
満
た
し
た
原
木
を
同
じ

値
段
で
大
量
に
買
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
だ

か
ら
だ
。
こ
う
し
た
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
住
友
林
業
フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
低
コ
ス
ト
で
大
量
に
原
木
を
供
給
す

る
体
制
を
作
り
上
げ
て
い
る
。

　
「
す
で
に
８
年
ほ
ど
前
か
ら
、
立り

ゅ
う
ぼ
く木

＊
１

ン
な
ど
で
、
流
通
コ
ス
ト
を
大
幅
に
引
き

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
石
村
）

　

ま
た
伐
採
現
場
で
は
、
利
用
用
途
ご
と

に
サ
イ
ズ
な
ど
を
指
示
し
、
最
新
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
情
報
を
造
材
に
反
映
さ
せ
、
収
益

を
最
大
化
さ
せ
る
努
力
を
重
ね
て
い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の

チ
ッ
プ
用
材
の
取
り
扱
い
を
拡
大

　

入
札
で
立
木
を
購
入
し
、
大
型
工
場
に

直
送
す
る
の
は
、
取
扱
商
品
の
２
割
ほ
ど

だ
。
８
割
は
原
木
市
場
や
森
林
組
合
、
素

材
生
産
業
者
な
ど
か
ら
買
い
入
れ
る
。
同

社
の
２
０
１
２
年
と
１
５
年
の
第
１
四
半
期

の
用
材
別
取
扱
量
を
見
る
と
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
の
チ
ッ
プ
用
材
と
輸
出
用
材
が
急

速
に
伸
び
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（
図
２
）。

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
チ
ッ
プ
用
材
の
取

り
扱
い
は
、
３
年
前
は
１
０
０
０
㎥
／
月
程

ま
で
は
保
存
・
保
管
上
の
問
題
か
ら
集
荷
で

き
な
か
っ
た
林
地
残
材
＊
２
の
末う
ら
き木
や
枝し
じ
ょ
う条

な
ど
も
、
集
荷
を
本
格
化
さ
せ
る
予
定
だ

と
い
う
。「
末
木
や
枝
条
は
不
定
形
で
か
さ

ば
る
た
め
運
搬
コ
ス
ト
が
高
く
な
り
ま
す
。

の
回
収
・
供
給
の
経
験
が
な
く
、「
何
を
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
」が
分
か
ら
な
い
た
め

だ
。
そ
こ
で
紋
別
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
は
、

隣
接
す
る
コ
ア
チ
ッ
プ
工
場
で
あ
る
オ

ホ
ー
ツ
ク
バ
イ
オ
エ
ナ
ジ
ー
を
事
務
局
と

し
て
、「
オ
ホ
ー
ツ
ク
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
活

用
協
議
会
」を
設
立
。
勉
強
会
な
ど
を
開

い
て
、
情
報
共
有
し
て
い
る
。

需
要
の
拡
大
に
は

林
業
全
体
の
提
案
で
対
応

　

チ
ッ
プ
用
材
同
様
、
急
激
に
取
り
扱
い

が
増
え
て
い
る
原
木
輸
出
に
つ
い
て
は
、

住
友
林
業
の
国
際
流
通
営
業
部
と
も
連
携

し
な
が
ら
拡
大
し
て
い
く
計
画
だ
。「
長
期

に
わ
た
る
国
産
材
の
価
格
低
迷
が
、
国
際

競
争
力
を
生
み
出
し
た
と
い
う
皮
肉
な
面

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
分
野
は
需
要
が
伸

び
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
輸
出
も

ま
た
、
大
量
供
給
体
制
の
構
築
が
重
要
な

要
素
で
す
。
例
え
ば
中
国
に
輸
出
す
る
場

合
、
バ
ル
ク
船（
ば
ら
積
み
船
）１
船
で
約

２
５
０
０
㎥
も
の
木
材
を
短
期
に
集
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
幸
い
原
木
の
大
量
供

給
は
当
社
の
得
意
分
野
な
の
で
、
拡
大
は

可
能
と
考
え
て
い
ま
す
」（
石
村
）。

　

今
後
は
原
木
だ
け
で
な
く
、
国
内
で
合

板
や
製
材
を
加
工
し
、
付
加
価
値
を
与
え

度
だ
っ
た
が
、
現
在
は
１
万
㎥
／
月
に
達

す
る
ほ
ど
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。
住
友

林
業
グ
ル
ー
プ
が
紋
別
市（
北
海
道
）や
八

戸
市（
青
森
県
）な
ど
で
開
設
す
る
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
向
け
の
原
木
集
荷
だ
け
で
な

く
、
他
社
の
発
電
施
設
向
け
も
含
め
て
、

取
り
扱
い
を
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
。
そ
の

際
の
課
題
は
何
と
い
っ
て
も
安
定
供
給
だ
。

　
「
チ
ッ
プ
用
に
原
木
Ｃ
・
Ｄ
材
を
中
心
に

買
い
付
け
て
い
ま
す
。
あ
と
一
年
ほ
ど
で

試
験
運
転
が
始
ま
る
紋
別
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
で
は
、
年
間
20
万
㎥
以
上
の
原
木
を
消

費
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
大
量
の
原
木
を
急
に
集
め
よ
う
と
し
て

も
す
ぐ
に
は
体
制
が
整
わ
な
い
た
め
、
昨

年
１
月
頃
か
ら
先
行
し
て
原
木
の
集
荷
を

開
始
し
て
い
ま
す
」（
石
村
）

　

ま
た
発
電
開
始
を
目
前
に
控
え
、
こ
れ

や
原
木
を
購
入
す
る
際
に
は
、
現
場
近
く

に
原
木
を
グ
レ
ー
ド
ご
と
に
仕
分
け
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
、
原
木
市
場
を

経
由
せ
ず
に
直
接
、
大
型
の
製
材
工
場
や

合
板
工
場
に
供
給
し
て
い
ま
す
。
大
口
需

要
家
に
原
木
を
直
送
す
る
供
給
体
制
は
今

で
は
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
福
元
）

　

こ
れ
ま
で
原
木
市
場
が
流
通
の
最
適
ポ

イ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
が
、
変
化
し
て
き
て

い
る
と
い
う
。

　
「
山
間
部
の
多
く
は
過
疎
化
が
進
み
、
廃

業
し
た
建
築
会
社
の
資
材
置
き
場
や
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
旧
道
な
ど
、
必
要
な
ス
ペ
ー

ス
は
探
せ
ば
見
つ
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

簡
便
な
仕
分
け
な
の
で
、
原
木
市
場
の
よ

う
な
細
か
な
グ
レ
ー
ド
分
け
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
原
木
を

大
量
に
必
要
と
す
る
大
型
工
場
に
と
っ
て

は
十
分
な
の
で
す
。
市
場
で
の
手
数
料
が

か
か
ら
な
い
こ
と
や
輸
送
の
コ
ス
ト
ダ
ウ

国
産
材
の
専
門
商
社
と
し
て
、全
国
か
ら
原
木
を
仕
入・販
売
し
、山
林
管
理
な
ど
各
種
の
森
林
事
業
を
行
う
住
友
林
業
フ
ォ

レ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
。
同
社
が
進
め
て
い
る
国
産
材
利
用
拡
大
の
た
め
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

住友林業フォレストサービス
株式会社

代表取締役社長

福元 和昭

住友林業フォレストサービス
株式会社

森林企画部長

石村 藤夫

国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
を
構
築

—

住
友
林
業
フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

国産材の利用拡大へ
現場近くに仕分け･積み替えのためのスペースを設け、
大型工場へ原木を直送している

そ
こ
で
現
場
近
く
に
集
積
地
を
設
け
て
移

動
式
チ
ッ
パ
ー
を
持
ち
込
み
破
砕
す
る
こ

と
で
、
運
搬
コ
ス
ト
を
下
げ
る
方
法
も
考

え
て
い
ま
す
」（
石
村
）。

　

各
地
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
稼

働･

計
画
さ
れ
る
中
、
チ
ッ
プ
用
材
の
需
要

は
確
実
に
増
え
て
い
く
。
競
合
が
激
し
い

エ
リ
ア
で
は
、
す
べ
て
の
発
電
所
が
安
定

的
な
供
給
を
受
け
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

当
面
、
燃
料
用
低
質
材
の
不
足
感
が
高
ま

る
だ
ろ
う
と
、
同
社
で
は
予
測
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
供
給
不
足
を
補
う
た
め
に
は
、

燃
料
用
低
質
材
の
回
収
や
供
給
の
新
し
い

や
り
方
を
広
く
浸
透
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

多
く
の
森
林
関
係
者
は
、
燃
料
用
低
質
材

て
か
ら
輸
出
す
る
展
開
も
検
討
し
て
い
る
。

　

消
費
者
の
木
材
に
対
す
る
意
識
も
、
節

を
気
に
し
な
い
な
ど
、
変
化
し
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
集
成
材
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、

か
つ
て
目
利
き
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
い
た

高
価
な
材
の
需
要
は
減
少
し
、
材
の
価
格

が
下
が
る
な
ど
、
林
業
経
営
が
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
国
に
よ
る
対
策
の
一

つ
と
し
て
、
地
域
材
の
利
用
促
進
な
ど
も

実
施
さ
れ
て
い
る
。「
地
域
材
に
つ
い
て
は
、

経
済
的
合
理
性
か
ら
考
え
て
地
域
の
範
囲

を
市
町
村
や
都
道
府
県
と
い
っ
た
小
さ
な

行
政
区
割
か
ら
、
九
州
や
東
北
と
い
っ
た

よ
り
大
き
な
範
囲
で
捉
え
て
い
く
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
は
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

（
石
村
）

　

こ
う
し
た
環
境
の
中
、
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
社
長
の
福
元
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
へ
の
利
用
も
原
木
輸
出

も
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
今
後
さ

ら
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
洗
練
さ
せ
な
が
ら
、
需

要
拡
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
最
重
要
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方

で
、
競
争
も
激
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
の
で
、
今
後
は
次
の
段
階
に
進
む
こ
と

が
必
要
で
す
。
伐
採
搬
出
費
の
削
減
や
、

伐
採
後
の
植
栽
作
業
な
ど
も
含
め
た
林
業

全
体
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
提
案
な
ど
、
着
実

に
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

特  集

（千㎥）

20

40

60

80

120

140

図1. 原木供給の流れの変化

図2. 住友林業フォレストサービスの原木取扱量の比較

現　在従　来

森林所有者 森林所有者

原木市場 原木
市場

流通
商社

製材工場 製材工場

森林組合／
素材生産業者※

森林組合／
素材生産業者※

0

100

160

2012年1Q 2015年1Q

バイオマス発電の
チップ用

製材用

合板用

パルプ用 パルプ用

バイオマス発電の
チップ用

輸出用

合板用

製材用

バイオマス発電の
チップ用

製材用

合板用

バイオマス発電の
チップ用

輸出用

合板用

製材用

立木の新たな商流原木の新たな商流原木の商流

パルプ用 パルプ用

※ 素材生産業者：立木を伐採して原木を供給する業者

＊2  林地残材：伐倒したあと切り落とされ山林に放置される丸太以外の末木（梢）、枝条（木の枝）、根元部（タンコロ）の部分。 ＊1  立木：山に生えている状態の木。
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材
や
Ｂ
材
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
台
湾
は
ス

ギ
の
Ｃ
材
が
メ
イ
ン
で
主
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
型
枠
材
と
し
て
３
ｍ
の
長
さ
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
向
け
は
ヒ
ノ
キ
の
Ｂ

材
で
、
日
本
向
け
の
フ
ロ
ア
材
に
加
工
さ
れ

ま
す
。
国
に
よ
っ
て
ニ
ー
ズ
が
異
な
る
た

め
、
求
め
ら
れ
る
原
木
の
グ
レ
ー
ド
、
樹

種
や
長
さ
も
違
っ
て
き
ま
す
。
調
達
し
て

い
る
の
は
、
主
に
住
友
林
業
フ
ォ
レ
ス
ト

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
営
業
・
販
売
は
中
国
で
は

住
友
林
業（
大
連
）商
貿
、
台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム

で
は
住
友
林
業
ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
は
我
々

が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

当
グ
ル
ー
プ
の
役

割
は
、
取
引
決
済
に

伴
う
為
替
の
管
理
、
船

積
み
の
手
配
・
管
理
な

ど
で
す
。
商
談
が
ま

と
ま
る
と
、
集
材
の
進

み
具
合
に
応
じ
て
配

船
予
定
を
決
め
、
燻

蒸
な
ど
の
手
配
を
進

め
て
船
積
み
し
ま
す
。

船積みされる国産原木。輸出は国産材利用拡大の取り組みの一つ

—

住
友
林
業
株
式
会
社

中
国
を
中
心
に

原
木
輸
出
を
伸
ば
す

　

住
友
林
業
グ
ル
ー
プ
は
、
海
外
市
場
開

拓
の
た
め
、
２
０
１
２
年
８
月
か
ら
国
産
原

木
の
輸
出
を
開
始
し
ま
し
た
。
輸
出
先
は
、

中
国
、
韓
国
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
で
す
。

　

中
国
の
ニ
ー
ズ
は
梱
包
材
や
型
枠
用
材

な
ど
産
業
資
材
用
の
４
ｍ
の
Ｃ
材
が
中
心

で
す
。
針
葉
樹
に
関
し
て
は
樹
種
は
問
わ

な
い
価
格
優
先
の
市
場
で
す
。
韓
国
で
は

主
に
内
装
材
用
に
ヒ
ノ
キ
の
２
・
４
ｍ
の
Ａ

国
産
原
木
の
輸
出
で
海
外
市
場
開
拓

国
産
材
の
原
木
輸
出
が
、２
０
１
３
年
か
ら
主
に
中
国
を
中
心
に
急
拡
大
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、そ
の
流
れ
に
乗
り
、輸
出
に
取
り
組
む
住
友
林
業
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

国
際
競
争
力
を
左
右
す
る
一
番
の
要
因

は
日
本
及
び
他
の
原
木
供
給
国
の
為
替
動

向
で
す
。
現
在
の
為
替
レ
ベ
ル
は
当
面
継

続
す
る
と
予
想
し
て
お
り
、
国
際
競
争
力

は
ま
だ
維
持
で
き
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
、

中
国
市
場
の
価
格
指
標
で
あ
る
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ラ
ジ
ア
ー
タ
パ
イ
ン
の
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ド
ル
安
を
背
景
と
し
た

値
下
が
り
が
懸
念
材
料
で
す
。
す
で
に
下

が
り
始
め
て
お
り
、
日
本
の
輸
出
の
勢
い

が
大
き
く
減
速
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

外
的
要
因
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
環
境

下
で
、
当
社
の
実
績
は
、
初
年（
２
０
１
２

年
）で
は
６
０
０
㎥
で
し
た
が
、
２
０
１
４

年
は
５
万
２
０
０
０
㎥
、
２
０
１
５
年
は
７

月
ま
で
で
５
万
９
０
０
０
㎥
と
伸
ば
し
て

い
ま
す
。
現
地
法
人
の
販
売
力
に
よ
り
、

中
国
へ
の
輸
出
が
好
調
で
す
。
経
済
成
長

の
減
速
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
中
国
の

２
０
１
４
年
の
針
葉
樹
輸
入
量
の
う
ち
、

日
本
の
シ
ェ
ア
は
ま
だ
１
％
未
満
な
の
で
、

地
域
や
市
場
に
よ
っ
て
は
、
伸
び
る
余
地

は
ま
だ
十
分
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
産
材

の
輸
出
事
業
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ

住友林業株式会社
木材建材事業本部  国際流通営業部　

原木グループ  グループマネージャー

山本 稔
と し ゆ き

之

る
と
捉
え
て
い
ま
す
の
で
、
輸
出
拡
大
に

向
け
て
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

輸
出
も
木
材
の

カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
の一つ

　

現
在
、
国
内
で
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の

チ
ッ
プ
用
材
へ
の
需
要
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
低
質
材
が
値
上
が
り
し
、
輸
出
の

中
核
で
あ
る
Ｃ
材
の
取
り
合
い
、
価
格
上

昇
と
い
っ
た
逆
風
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

輸
出
は
、
国
内
の
需
給
調
整
機
能
が
あ

り
、
木
材
の
有
効
利
用
に
大
い
に
貢
献
し

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
の

合
板･

製
材
工
場
が
扱
わ
な
い
材
を
活
用

し
、
木
材
の
す
べ
て
を
グ
レ
ー
ド
に
合
っ

た
用
途
で
う
ま
く
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
し
て

林
業
の
活
性
化
を
図
る
、
と
い
う
の
が
理

想
で
す
。
輸
出
や
チ
ッ
プ
利
用
も
こ
う
し

た
木
材
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
の
一
部
で
あ

る
べ
き
で
す
。

　

当
社
で
は
原
木
だ
け
で
な
く
、
合
板
や

製
材
な
ど
の
輸
出
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
、

今
後
ぜ
ひ
伸
ば
し
て
い
き
た
い
分
野
で
す
。

国産材の利用拡大へ

特  集
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■ 急増する国産材の原木輸出（参考）
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出所：財務省「貿易統計」
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【こうき - しん】

vol.18

央
自
動
車
道
の
伊
那
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
長
野
県
）か
ら
飯
田
方
面
へ
約
６
０
０
メ
ー

ト
ル
の
上
り
線
側
に
、
全
長
48
メ
ー
ト
ル
、

12
面
の
木
製
遮
音
壁
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
樹
種
は
長
野
県
産
の
カ
ラ
マ
ツ
。
県
内
の
人
工
林
面
積

の
約
50
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
供
給
量
も
豊
富
だ
。

　
カ
ラ
マ
ツ
製
の
遮
音
壁
に
は
円
柱
材
仕
様（
写
真
）と

角
材
仕
様
の
２
種
類
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
防
腐
・
防

蟻
剤
を
加
圧
注
入
し
て
い
る
。
た
て
１
０
０
ミ
リ
×
よ

こ
１
２
０
ミ
リ（
角
材
は
75
ミ
リ
）×
長
さ
３
９
６
０
ミ

リ
の
部
材
５
本
を
１
セ
ッ
ト
に
し
て
ボ
ル
ト
で
緊
結
し

遮
音
板
を
作
る
。

　

遮
音
壁
は
、
４
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
設
置
し
た
Ｈ
型
鋼

に
、
腐
朽
防
止
の
た
め
木
製
遮
音
板
が
路
面
に
直
接
触

れ
な
い
よ
う
に
、
ま
ず
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
土
留
板
・
遮
音

板
を
落
と
し
込
み
、
そ
の
上
に
こ
の
木
製
遮
音
板
４
枚

を
積
み
上
げ
て
い
る
。

　
長
野
県
で
は
、
す
で
に
１
９
８
５
年
に
中
央
自
動
車
道

の
飯
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
く
に
木
製
遮
音
壁
を
試
験

施
工
し
て
お
り
、
30
年
経
っ
た
現
在
も
特
別
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
は
必
要
と
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
水
が
溜
ま
り
に

く
い
構
造
で
あ
る
こ
と
、
風
通
し
や
日
射
条
件
が
良
い
こ

と
が
、
木
材
の
腐
朽
を
抑
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
遮
音
壁
は
２
０
１
２
年
に
完
成
。
木
製
の
た
め
、

景
観
へ
の
配
慮
に
も
な
っ
て
い
る
。
関
係
者
の
評
判
も

よ
く
、
２
０
１
４
年
に
は
、
前
述
の
カ
ラ
マ
ツ
製
２
タ
イ

プ
に
加
え
、
ス
ギ
製
の
吸
音
タ
イ
プ
の
遮
音
板
２
種
類

が
開
発
さ
れ
て
伊
那
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
ラ
ン
プ
部

に
試
験
施
工
さ
れ
た（
現
在
は
試
験
施
工
の
み
）。
今
後
、

部
材
が
大
量
生
産
さ
れ
れ
ば
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
に
近

い
レ
ベ
ル
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　
政
府
が
進
め
る
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
社
会
か
ら
木
の
社
会
へ
の
転
換
を
実
現

す
る
た
め
の
木
材
利
用
の
好
例
と
な
っ
て
い
る
。

取材協力・写真提供：長野県林業総合センター

中央自動車道の
木製遮音壁

中

中央自動車道

伊那IC
上り線
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う
文
化
を
定
着
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

—

繊
維
企
業
か
ら
安
定
的
に
回
収
す
る
の
で

は
な
く
、
消
費
者
中
心
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
こ
だ
わ

る
。「
捨
て
て
い
た
も
の
が
再
生
さ
れ
て
資
源
に

な
る
」
を
消
費
者
に
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
だ
。

　
「
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
活
用
方
法
は
各
社
、
各
店

舗
に
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
を
受
け

付
け
る
際
に
10
％
オ
フ
の
ク
ー
ポ
ン
を
配
る
な

ど
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
消
費
者
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
参
加
で
社

会
貢
献
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
お
得
も
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。
回
収
拠
点
と
な
る
企
業
は
、
商

品
を
売
る
だ
け
で
は
な
く
、
環
境
へ
の
配
慮
と
い

う
付
加
価
値
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
回
収

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
費
用
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
企
業
に
と
っ
て
は
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ-

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
が
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ひ

と
つ
に
な
る
の
で
す
」

—

今
後
は
、
衣
料
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
さ
ら

に
拡
大
さ
せ
る
た
め
、
物
流
の
『
帰
り
便
』
を
活

用
す
る
な
ど
コ
ス
ト
の
削
減
や
、
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
以
外
の
原
料
化
な
ど
、
再
生
物
の
価
値

を
上
げ
る
た
め
の
新
た
な
技
術
開
発
に
も
取
り

組
む
と
い
う
。
経
済
産
業
省
が
イ
ン
ド
政
府
と

進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
採
択
さ
れ
、
イ
ン
ド

で
、
電
子
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、“
仕
組
み

づ
く
り
”
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い
く
。

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

価
値
を
考
え
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
環

境
問
題
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い

た
の
で
す
。分
か
る
人
に
は
分
か
っ
て
も
ら
え
る
。

そ
う
自
信
を
持
ち
、
２
０
１
０
年
に
よ
う
や
く
工

場
が
稼
働
で
き
ま
し
た
」

生
活
動
線
に
回
収
拠
点
を
設
け

消
費
者
目
線
で
リ
サ
イ
ク
ル
を

—

創
業
か
ら
８
年
、
現
在
は
２
基
の
プ
ラ
ン
ト

で
、
廃
棄
さ
れ
る
衣
料
品
を
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

に
変
え
、
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
と
し
て
タ
オ
ル
染
色
工

場
に
販
売
。
事
業
拡
大
の
背
景
に
は
、
衣
料
品
リ

サ
イ
ク
ル
の
“
仕
組
み
づ
く
り
”
と
い
う
戦
略
が

あ
っ
た
。

　
「
当
社
に
は
、
消
費
者
参
加
型
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
定
着
さ
せ
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
寄
与
し

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
文
化
を
根
付
か
せ
る
た
め

の
“
仕
組
み
づ
く
り
”
が
大
切
で
す
。
そ
の
中

で
も
一
番
重
要
な
の
が
、
回
収
で
す
。『
Ｆ
Ｕ
Ｋ

Ｕ-

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』で
は
、大
手
ス
ー

パ
ー
チ
ェ
ー
ン
や
衣
料
品
メ
ー
カ
ー
、
娯
楽
施

設
な
ど
50
社
以
上
と
連
携
し
、
着
な
く
な
っ
た

衣
料
品
を
店
舗
に
設
置
し
た
当
社
の
回
収
ボ
ッ

ク
ス
ま
で
持
っ
て
き
て
も
ら
い
ま
す
。
消
費
者
の

生
活
動
線
の
中
に
回
収
拠
点
を
設
け
る
こ
と
で
、

“
買
う
→
使
う
→
捨
て
る
”
で
は
な
く
、“
リ
サ

イ
ク
ル
→
買
う
→
使
う
”
へ
と
消
費
行
動
を
変

え
、
買
っ
た
と
こ
ろ
へ
リ
サ
イ
ク
ル
に
戻
す
と
い

門
外
漢
だ
か
ら
こ
そ
実
現
し
た

ゴ
ミ
と
な
る
衣
料
品
の
燃
料
化

—

日
本
国
内
で
一
年
間
に
廃
棄
さ
れ
る
衣
料
品

は
、
お
よ
そ
１
０
０
万
ト
ン
。
そ
の
行
方
は
、
発
展

途
上
国
な
ど
に
寄
付
さ
れ
る
わ
ず
か
な
量
を
除
き
、

８
割
近
く
が
焼
却
も
し
く
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
廃
棄
さ
れ
る
衣
料
品
か
ら
綿
成
分
を

抽
出
し
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
る

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
生
み
出
す
画
期
的
な
事
業
を

立
ち
上
げ
た
の
が
、
日
本
環
境
設
計
株
式
会
社
だ
。

　
「
現
在
生
産
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の

ほ
と
ん
ど
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど

の
農
作
物
が
原
料
で
す
。
そ
の
た
め
、技
術
者
に
と
っ

て
衣
料
品
を
原
料
に
す
る
と
い
う
発
想
は
生
ま
れ
に

く
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
衣
料
品
の
多
く
は
二

種
類
以
上
の
繊
維
が
混
紡
し
て
い
る
の
で
、
エ
タ

ノ
ー
ル
の
生
成
に
は
技
術
的
な
手
間
が
か
か
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
衣
料
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
技

術
開
発
も
含
め
て
ほ
ぼ
手
つ
か
ず
の
状
態
だ
っ
た

の
で
す
。
私
自
身
は
技
術
畑
の
人
間
で
は
な
く
、

も
と
も
と
は
繊
維
商
社
の
営
業
マ
ン
で
し
た
。
門

外
漢
だ
か
ら
こ
そ
、
自
由
な
発
想
が
で
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
自
分
が
扱
っ
て
き
た
繊

維
に
、
何
か
付
加
価
値
を
与
え
た
い
と
ず
っ
と
考

え
て
い
ま
し
た
」

—

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
会
合
で
大
阪
大
学
の
研
究

者
で
あ
っ
た
髙
尾
正
樹
氏
（
現
・
同
社
専
務
取

締
役
）
と
出
会
い
、
２
０
０
７
年
に
共
同
で
起

業
し
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
の
基
礎
技
術

を
確
立
。
本
格
的
な
事
業
化
に
乗
り
出
し
た
が
、

最
初
の
壁
は
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
の
確
保
だ
っ
た
。

当
時
、
同
社
の
資
本
金
は
１
２
０
万
円
。
プ
ラ

ン
ト
建
造
な
ど
で
き
る
は
ず
も
な
い
。

　
「
そ
こ
で
考
え
た
の
が
、
既
存
の
工
場
を
間
借

り
す
る
こ
と
で
す
。
日
本
各
地
の
繊
維
製
品
の
産

地
を
中
心
に
、
工
場
探
し
を
始
め
ま
し
た
。
し
か

し
、
ほ
と
ん
ど
が
門
前
払
い
。
繊
維
を
燃
料
に
再

生
す
る
な
ど
意
味
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
反
応
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
産
タ
オ
ル
の
産
地
で
あ
る

愛
媛
県
今
治
市
の
タ
オ
ル
染
色
工
場
に
伺
っ
た
と

こ
ろ
、
ふ
た
つ
返
事
で
“
う
ち
を
使
い
な
さ
い
”

と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
。
正
直
、我
々
の
方
が“
い

い
ん
で
す
か
”
と
驚
い
た
ぐ
ら
い
で
し
た
（
笑
）。

そ
の
会
社
で
は
染
色
だ
け
で
な
く
何
ら
か
の
付
加

消費者参加型のリサイクルの
“仕組み”を構築

リサイクルされていなかった
衣料品を燃料に再生

リサイクルを新たな
付加価値としてブランド化

  

日
本
環
境
設
計
株
式
会
社

着なくなった衣料品を店舗のカウン
ターや回収ボックスで回収する 繊維を糖化・発酵させる。いくつかのプロセスを経てバイオエタノールになる

ここが注目ポイント

消費者参加型リサイクルの
“仕組みづくり”に挑み、廃棄される
衣料品を燃料に再生

衣料品リサイクルインフラのイメージ。リサイクル工場、メーカー、小売など
と連携し、資源が循環する“仕組みづくり”を目指す

岩元 美智彦 氏

代表取締役社長

本　　社  ● 東京都千代田区霞が関3-2-5
  霞が関ビルディング5階
創　　業  ● 2007年
資 本 金  ● 7億9,200万円
従 業 員  ● 16名
事業内容  ● リサイクルインフラの構築・運営

消 費 者
使用後に回収・リサイクルされる製
品を選択し、使わなくなった製品を
回収拠点に持ち込む

回収拠点
自治体、店舗、学校、ショッ
ピングモール、病院など消費者が日常生活の中で簡

単に楽しく回収・リサイク
ルに参加できるみちすじ

メーカー
再生された資源を利用し、リ
サイクルされる製品を製造

小  売
リサイクルされる製品を販売

資源にリサイクルされる

リサイクル工場

環境動線環境動線
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今月のニュース

　8月14日、東京・千代田区で「CLTで地方創生を実現す
る首長連合」設立の会が開催された。
　この会は、新たな木材需要の喚起が期待されるCLTの
早期普及に向けて、各地域が連携して取り組むことを目的
としたもの。高知県知事と岡山県真庭市長が設立発起人と
なり、「CLT協議会を設立している道県」と「CLT建築物を
整備している市町村」に対して参加を照会、10道県と4市
町村の計14自治体首長が参加を表明し、設立された。
　設立会合では2020年東京五輪の選手村など関連施設
に、CLTを活用するよう東京都や国に要請することを確
認。また、今後は都市などにおける建築物の木造化の推
進と併せて、CLTに関する関連産業の育成を進め、地域
づくりや地域の振興につなげて地方創生を実現すること
を目指す。政策提言などを行い、各地域が連携して取り
組むとしている。

■ 活動内容
① 国及び関係機関への政策提言
② CLTの普及推進及び地域づくりに向けた情報交換
③ その他目的を達成するために必要な活動

■ 参加首長
北海道、福島県、新潟県、兵庫県、鳥取県、岡山県、
愛媛県、高知県、大分県、長崎県、
北海道北見市、福島県湯川村、岡山県真庭市、
高知県大豊町  の各首長

■ 事務局
高知県林業振興・環境部
木材利用推進課

　トクラス株式会社は、レイアウトや使い勝手の自由度
を高めた「トクラスキッチン ベリー」を10月1日にリ
ニューアル発売する。
　同社調査によると、共働き世帯では2人以上でのキッ
チン使用は6割を超え、男性の8割弱がキッチンでの家
事に参加している。一方、現状のキッチンでは「並行作
業」や「作業分担」がしづらいといった不満の声が多い。
こうした顧客の要求に合わせ、従来の「一人での使用を
前提」から「複数での使用を前提」にした、「デュアルワー
クスペース」を備えたキッチンにリニューアル。また、ス
ペースにぴったりと合わせるための間口の微調整を標準
プランと同額・同納期で対応する。
■ 2人でも動線がぶつからない

　「デュアルワークスペース」はシンクをはさんで調
理スペースが2つあり、2人で同時に使用しやすい。

“動線がぶつかって作業しづらい”“カウンターが狭く

並行作業ができない”などの問題点を解決した。

■ 「間口フィットプラン」
　キッチンスペースが標準プランの間口より大きい
場合、標準プランと同額でスペースぴったりに調整
するリフォームに最適なプラン（対応プラン・サイズ
には制限がある）。カウンター幅は1mm単位で、キャ
ビネット幅は10mm単位で調整が可能。シンクやコ
ンロの位置も使い勝手に合わせて調整できる。

「CLTで地方創生を実現する首長連合」
14自治体の首長が参加して設立

ワークスタイルの多様化に合わせ進化した
『トクラスキッチン ベリー』10月1日リニューアル発売 －トクラス

表紙：住友林業（株）住宅事業本部  多摩支店　西東京・小平展示場

編集室より

■ 広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
　 建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

棚の整理をしていたら、学生のときにアルバイトしていた塾の教え子からもらった
鉛筆が出てきました。鉛筆も木でできているんだ、と当たり前のことを思いながら、
削ってみました。削りかすのにおいが懐かしく、文字を書いてみたくなり中断して
いた日記を再開しました。パソコンやスマホの普及で文字を書く機会が少なくなっ
た今だからこそ、「鉛筆」で文字を書いてみてはいかがでしょうか。（E）

編
集
後
記

住友林業株式会社 木材建材事業本部 事業開発部

   kenzai-monthly@sfc.co.jp

■ 弊社ホームページに特集ページのみを掲載中です。
   http://sfc.jp/mokuzai/kenzaimonthly/

左から、岡山県真庭市・太田市長、小泉内閣府大臣
政務官、高知県・尾崎知事（8月14日の設立の会で）

新商品紹介

お問い合わせ先

トクラス株式会社 経営企画室 広報広告グループ 　TEL：053-485-1561
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2015年7月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減
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